
霜
降(

そ
う
こ
う
）

寒
露(

か
ん
ろ
）

二
十
四
日

：

八
日

：

二
十
四
節
気

神
無
月(

か
ん
な
づ
き
）

十
月
一
日

(

二
〇
二
三
年
）

【
今
月
の
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令
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年

〒
二
二
六
ー
〇
〇
二
一

発
行
者

：

株
式
会
社
ベ
ス
ト
ク
ル
ー

神
奈
川
県
横
浜
市
緑
区
北
八
朔
町
一
八
九
八
ー
三

連
絡
先

：

〇
四
五
ー
九
三
三
ー
八
四
二
二

M
A
I
L:

i
n
f
o
@
b
c
r
e
w
.
c
o
.
j
p

発
行

：

令
和
五
年
十
月
一
日

第
０
０
０
一
九
號

【
神
無
月(

か
ん
な
づ
き)

の
暦
】

【
二
十
四
節
気
】

八
日

：

寒
露
（
か
ん
ろ
）

二
十
四
日

：

霜
降
（
そ
う
こ
う
）

夜
が
長
く
な
り
、露
が
冷
た
く
感
じ
ら
れ
る
頃
。

空
気
が
澄
ん
だ
秋
晴
れ
の
過
ご
し
や
す
い
日
が
多

く
な
り
ま
す
。夜
空
を
見
上
げ
る
と
、星
や
月
が
よ

り
美
し
く
き
れ
い
に
輝
き
ま
す
。

秋
が
深
ま
り
、朝
霜
が
降
り
る
頃
。

も
み
じ
や
蔦
は
紅
葉
し
、農
作
物
の
収
穫
も
行
わ

れ
ま
す
。朝
晩
は
冷
え
込
み
、北
国
や
山
里
で
は

人
々
や
動
物
達
の
冬
仕
度
が
始
ま
り
ま
す
。

旧
暦
で
は
、和
風
月
名（
わ
ふ
う
げ
つ
め
い
）と

呼
ば
れ
る
、月
の
呼
び
名
を
使
用
し
て
い
ま
し
た
。

旧
暦
の
季
節
や
行
事
と
合
わ
せ
た
も
の
な
の

で
、現
在
の
季
節
感
と
比
べ
る
と
若
干
の
ず
れ
が

あ
り
ま
す
。

十
月
の
和
風
月
名
は「
神
無
月（
か
ん
な
づ
き
）」で

す
。神

様
が
出
雲
に
集
ま
る
た
め
い
な
く
な
る
の
で
神

無
月
と
呼
ば
れ
る
と
い
う
の
が
一
般
的
で
す
。

「
神
無
月（
か
ん
な
づ
き
）」に
は「
神
の
月
」と
い
う

意
味
が
あ
っ
て
、神
様
を
祀
る
月
だ
か
ら
そ
の
よ
う

に
呼
ば
れ
て
い
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
神
無
月(

か
ん
な
づ
き)

の
旬
】

魚
介
類

：
野
菜
類

：

果
実
類

：

イ
ナ
ダ
、ワ
ラ
サ
、甘
鯛
、黒
鯛

秋
刀
魚
、ア
カ
ム
ツ

鰊(

ニ
シ
ン
）、ホ
ッ
ケ
、秋
鯖

安
康（
ア
ン
コ
ウ
）、星
鰈

鰍（
カ
ジ
カ
）、鮴（
ゴ
リ
）

牡
蠣
、ム
ー
ル
貝

馬
鈴
薯
、蕪（
カ
ブ
）、八
頭

自
然
薯
、サ
ツ
マ
イ
モ
、

鬼
灯（
ほ
お
ず
き
）、食
用
菊

百
合
根
、紫
蘇（
シ
ソ
）

松
茸
、椎
茸
、舞
茸

マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム

柿
、ぶ
ど
う
、林
檎
、栗

花
梨（
カ
リ
ン
）、洋
梨

柘
榴
、木
通（
ア
ケ
ビ
）

無
花
果
、レ
モ
ン
、ラ
イ
ム

グ
ア
バ

【
神
無
月(

か
ん
な
づ
き)

の
色
々
】

【
編
集
後
記
】

国
税
関
係
の
納
付
期
限

地
方
税
関
係
の
納
付
期
限

今
月
の
祝
祭
日

九
月
も
真
夏
の
よ
う
に
暑
か
っ
た
で
す
ね
。

東
京
は
真
夏
日
が
九
十
日
を
超
え
る
と
い
う

本
当
に
記
録
的
な
暑
さ
の
夏
で
し
た
。

こ
こ
数
日
は
朝
晩
の
気
温
が
下
が
っ
て
き
て

い
て
少
し
ず
つ
季
節
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を

感
じ
ま
す
。

「
食
欲
の
秋
」と
い
う
こ
と
で
旬
の
美
味
し
い

食
材
を
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
！

・
税
務
署
長
か
ら
特
別
農
業
所
得
者
へ
の
令
和
五
年
分
予
定

納
税
額
の
通
知
→
期
限

：

十
月
十
五
日
ま
で

・
個
人
住
民
税
第
三
期
分
の
納
付

・
九
日

：

ス
ポ
ー
ツ
の
日


